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QA44  ストロンチウムは骨に蓄積されるので、危険だと聞きました。食品中

のストロンチウム量についての規制はないのですか。（骨への蓄積につ

いて） 

 

 

食品中のストロンチウムを計って規制をしてはいませんが、セシウムを指標とした基準

値は、ストロンチウムの影響も計算に含めた上で設定されています。食品の基準値の指標

にセシウムだけが使われている理由は次のとおりです。 

まず、基準設定の検討に当たり、東京電力福島第一原子力発電所事故後の長期的な状況

に対応するものであることから、比較的半減期が長く、長期的な影響を考慮する必要があ

る核種を対象としています。具体的には、大気中に放出されたと考えられる核種のうち、

半減期が 1 年以上の核種全て（セシウム 134、セシウム 137、ストロンチウム 90、プルト

ニウム、ルテニウム 106）を対象にしました。次に、規制対象の核種のうち、セシウム以外

の核種については測定に非常に時間が掛かることから、移行経路ごとに放射性セシウムと

の比率を算出し、合計して年間 1 ミリシーベルトを超えないように放射性セシウムの基準

値を設定しています。他の放射性核種と放射性セシウムとの比率の計算は、穀類、乳製品

といった食品分類ごとに行っており、放射性物質の移行に関する食品ごとの特性も考慮し

ています。具体的には、食品中のストロンチウムについては、事故後の土壌や河川水の試

料の測定結果より､放射性核種の存在割合から、ストロンチウムはセシウムの土壌で 0.3％、

河川水で 0.2％として、それぞれ農作物や水産物にこの割合で放射性ストロンチウムが含ま

れているとしています。 

ストロンチウムはカルシウムと化学的性質が似ているため、体内に入ると骨に集積しま

す。しかし、骨に蓄積するから危険ということではなく、危険性は蓄積した量により変わ

ります。実効線量は、放射性物質の代謝や集積する場所での影響も考慮して計算されます。

したがって、実効線量で表された線量（シーベルト、Sv） が同じであれば、外部被ばくも

内部被ばくも影響は同じと考えられています。 

 

出典：放射線医学総合研究所ウェブサイト「放射線被ばくに関する Q&A」より作成 

出典の公開日：平成 25 年 10 月 31 日 

本資料への収録日：平成 24 年 12 月 25 日（平成 24 年 4 月 13 日公開による） 

改訂日：平成 27 年 3 月 31 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成27年度版）」 第1章 放射線の基礎知識と健康影響 Q&A




